
（１）事業の概要等

（２）事業費
単位等

千円

千円

千円

千円

％

千円

人

千円

人

千円

千円

千円 2,531

計（B） 2,246 2,246 2,246 2,246

人
件
費

正規職員（平均賃金） 2,246 2,246 2,246 2,246

正規職員 0.3 0.3 0.3 0.3

その他職員 0 0 0

1,118

対前年比 ― △ 5 △ 59 42

0

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 527 497 200 285

計（A） 527 497 200 285

0

その他 0 0 0 0

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 0 0 0

予算額 1,147 1,164 1,124 1,146

その他職員（時給×時間） 0 0 0 0

事業費合計（C＝A＋B） 2,773 2,743 2,446

対象
（何･誰を対象に）

小牧市少年消防クラブ員
小牧市婦人消防クラブ員

内容・手段
（目的達成のため

にどのような事業を
実施したか）

当初予算金額　１，１４６千円（一般財源　１，１４６千円）
  少年消防クラブ
●秋季火災予防運動中に実施する防火広報を、少年消防クラブ員の協力により
実施した。実施日　１１月６日、参加者４名
●防火意識の向上及び少年消防クラブの活動等を紹介するため、小牧市少年
消防クラブ会報を各小学校に送付した。
●防火意識の向上を目的とした動画を作成し、夏休み前に各小学校にチラシを
送付した。
　婦人消防クラブ
●各婦人消防クラブに補助金（上限１万円）を交付する。
●消火器、ロープ訓練、煙道体験を実施し消防防災に関る知識・技能を身につ
けるため、愛知県消防学校女性消防クラブ指導者科に入校した。
実施日　９月２４日　参加者４名
●秋季・春季の火災予防運動中に実施する防火広報を、婦人消防クラブ員の協
力により実施した。１１月６日　参加者４名、２月２６日　参加者３名
●婦人消防クラブ員に対し、ＡＥＤの取扱い等が学べる普通救命講習会を実施
した。実施日１１月２５日から１１月２８日の４日間　参加者４３名
●婦人消防クラブ員に対し、研修会を実施して防火・防災に対する意識の向上
を図った。実施日　２月２２日　参加者２３名

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

愛知県少年消防クラブ運営指導協議会
規約、小牧市婦人消防クラブ連絡協議

会規約
事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、どの
ような成果を期待

するか）

●市内小・中学校の少年消防クラブ員に対して、消防についての関心と知
識を深めさせるとともに、クラブ員相互の親睦を図る。
●少年消防クラブ員に対して、消防業務及び火災予防の重要性について
教育を行い、少年消防クラブ員の健全な育成発展に寄与し、将来の当市
の防火・防災を担う人材育成を図る。
●各地区の婦人消防クラブ員相互の融和、消防・防災に対する知識の普
及及び婦人消防クラブ員の育成指導を行い、当市の防火・防災を担う人材
育成を図る。

担当係 予防係

目 1 大 5 中 2予算区分 一般会計 款 9 項 1

事業番号 B0401

実施計画事業
実施計画事業以外の事業 〇

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 少年・婦人消防クラブ活動事業 担当部 消防本部

事業期間 昭和６３年度以前 ～ 令和６年度以降 担当課 予防課

小牧市まちづくり推進計画
（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

4
展開
方向

1
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（３）業績

単位

1

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

●夏休み消防教室で配布するテキスト代の削減

事
業
の
評
価

事業の方向性 縮　小 対象や手段の絞込み等により、事業のボリュームを縮小すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　事業費（直接経費）は、平成３０年度から令和２年度にかけて減となっている。この要因は、主に新型コ
ロナウイルス感染症に伴う愛知県の事業の中止、イベント等の縮小によるものである。
●少年消防クラブ員の愛知県消防学校１日入校者数の成果指標の実績値は、令和元度までは目標値を
達成しているが、令和２、３年度ともに消防学校の受け入れが不可となり、実績はなしとなる。また、愛知
県の受け入れが令和４年度は減となったため、目標値も減となる。
●婦人消防クラブ員の愛知県消防学校女性消防クラブ指導者科入校者数の成果指標の実績値は、新
型コロナウイルス感染症の関係で減少しているが、令和４年度は、９名の目標値を達成できるよう事業を
実施していく。
●夏休み消防教室開催数の活動指標の実績値は、平成３０、３１年度は目標値を達成している。令和２
年度以降は新型コロナウイルス感染症の関係で開催が中止となり実績値がなしとなる。現状、少年消防
クラブ員全員が参加できないため、少年消防クラブ員全体への周知が課題となる。
●婦人消防クラブ員に対する普通救命講習実施回数の活動指標の実績値は、目標値を達成している。
今後とも目標値を達成できるよう事業を実施していく。
●補助金額の減少の要因は、婦人消防クラブ数の減少とクラブ員の減少によるものと考えられる。この
ため、婦人消防クラブ未設置行政区に対して婦人消防クラブの設置を啓発していくとともに、各地区の自
主防災会との連携を検討課題とする。

今後の実
施内容

●少年消防クラブ員及び婦人消防クラブ員は、当市の防火・防災を担う上で大変重要な人材である。
●婦人消防クラブ員の高齢化等の理由により、婦人消防クラブ数の減少が続いている。しかし、地域の
防災力向上のためにも必要な組織であることから、今後も事業を継続しつつ、婦人消防クラブの未設置
地区に対し、婦人消防クラブの設置を啓発していく。
●婦人消防クラブの補助金について、全クラブ数が補助金を申請することを想定し予算計上を行ってい
るが、補助金交付対象であるクラブ員５名以上の地区のみが補助金を申請することを想定し予算計上す
ることを検討する。
●夏休み消防教室開催を新型コロナウイルス感染症の関係で見合わせていたが、クラブ員全員へ火災
予防啓発を図り、動画を作成しYouTubeにアップし、動画を視聴することで夏休み消防教室の開催を廃
止し、事業内容の見直しを図る。

事務事業評
価による額

11

受益者あたり事業費（＝
C/a）

円 ‐ ‐ ‐ ‐

10 1 1

4

4 4 0 0

婦人消防クラブ員に対す
る普通救命講習実施回数 回

4 4 4 4 4

4 4 4 4

R4

成
果
指
標

少年消防クラブ員の愛知
県消防学校１日入校者数 人

32 32 32 32 25

32

婦人消防クラブ員の愛知県
消防学校女性消防クラブ指

導者科入校者数
人

2 9 9 9 9

2 7 4

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

32 0 0

0

活
動
指
標

夏休み消防教室開催数 回
4 4 4 4

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 ‐ ‐ ‐ ‐

展開方向における指標の推移 基本施策 4 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
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